
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月２０日 

学校名   福井市越廼中学校   

校長氏名   岡本 靖典    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①越廼地区の環境，地球環境について学びます。 

②学校で，節水・節電，リサイクルのためのゴミの分別に努めます。 

③地域に特徴的な植物である水仙の栽培や，清掃活動を行います。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・学校の隣を流れる大味川の水質調査を行い，地域を流れる川の美しさを学ぶと共に，美しい自然を

後世に残そうとする意識を高めます。 

②節電・節水の取り組み 

・委員会活動で節電･節水を呼びかけます。 

・リサイクルのため，紙やプラスチックゴミを分別します。 

・理科の学習で，学校に設置された太陽光パネルについて学び，節電･節水について考えます。 

③清掃・美化活動 

・地域やＰＴＡと協力して資源回収を実施します。 

・越廼に特徴的な植物である水仙や，様々な花を栽培し，学校の花壇やプランターによる学校美化に

努めます。 

・海開きの前に，海岸清掃を行い，地域の美化活動を行います。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

①の大味川の水質調査では，学校のすぐ隣を流れる川について学び，上流地域の人々によって美しい

川が守られていることや，美しい水によって美しい海が守られることに気づき，自然を大切にしたり

周りの人々を尊重したりする態度を身につける。（つながりを尊重する態度） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市越廼中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①越廼地区の環境，地球環境について学びます。 

②学校で，節水・節電，リサイクルのためのゴミの分別に努めます。 

③地域に特徴的な植物である水仙の栽培や，清掃活動を行います。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・１年生が学校の隣を流れる大味川の水質調査を行いました。 

   
 パックテストを使った，川の汚れ調査               生息する水生昆虫による水質調査 

②節電・節水の取り組み 

・電気スイッチの所に，節電の呼びかけを掲示したり，紙やプラスチックゴミを分別したりしました。 

   

       節電やゴミの分別を呼びかける掲示   

・３年生の理科の学習で，学校に設置された太陽光パネルについて学びました。 

    
  太陽光パネルの発電量を調査   調査内容をワークシートに記入    生徒のワークシート 

③栽培・清掃活動 

・地域やＰＴＡと協力して，資源回収や学校の清掃活動を行いました。 

     

     ＰＴＡ・地域あげての資源回収（年２回）            PTA企画による，親子一緒の清掃活動 

 



 

・越廼に特徴的な植物である水仙を栽培し，駅前で配布しました。 

         

        水仙の植え付け作業                   栽培した水仙を駅前で配布  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①の大味川の水質調査では，学校のすぐ隣を流れる川について学び，上流地域の人々によって美しい

川が守られていることや，美しい水によって美しい海が守られることに気づき，自然を大切にしたり

周りの人々を尊重したりする態度を身につけることができました。（つながりを尊重する態度） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①地域を流れる川の美しさを学ぶと共に，美しい自然を後世に残そうとする意識や地域を愛す

る心が育ってきています。 

②太陽光パネルの学習を通してエネルギーを生み出す難しさを知り，効果的にエネルギーを利

用したり省エネしたりすることで，持続可能な社会を作り上げていくことの大切さを実感し

ています。 

③越廼の水仙を育てる活動を通して，自然を大切にし，ゴミのポイ捨てを許さない心や，地域

を愛する心が育ってきています。 

【改善点】 

・他地区の活動についても参考にし，過重負担にならないように生徒と共にできることを考え

ていきたい。 


